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●斉	 	 唱  
国歌「君が代」 
ロータリーソング「奉仕の理想」 

 
●四つのテスト唱和 
 
●本日のお弁当  
	 だい忠 
 
●本日のお客様 
 
地区ロータリー財団委員会 副委員長	 中林正人様 
	 米山記念奨学生	 マルティネス	リベラ，リリアナ様 
   
	 	 会 長 挨 拶  
 
本日は現役のロータリアンの方が 1 人欠けるという大変悲
しい例会になりました。 
先週末の土曜日と日曜日の 2日間にわたり、地区大会が名古
屋のウェスティンキャッスルホテルでございました。異例の対

応を幹事さんにして頂きまして、2日目の特別講演の後に急遽碧
南に戻りまして、夜の長田昌昇様のお通夜に行って参りました。 
長田様におかれましては今年で丁度入会 35年ということで一つの節目、そして 74歳とい
う若い年齢でご逝去されたこの虚しさというものは本当に計り知れないと思いますし、また

家族の方の悲しみは筆舌に尽くしがたいものがあると思っております。 
私は長田様と色々お付き合いがあった訳ではございませんが、入会して間もない頃の自己

紹介の後や会長になりまして早々のスピーチの後に非常に的確なアドバイスの声を掛けて頂

き、大変ありがたいと思いました。一番忘れられない思い出というのが 5、6年前にあったの
ですが、IMの会員増強をテーマにした大会がございました。その時に碧南の代表で長田様が
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※六週連続出席率 100％の場合は記念品を差し上げます。  

参加され、会員増強に関することを各地区の方がコメントをなさる中で長田様は何も細々と

したことを一言もおっしゃらず、「自然体でいいのではないか」という一言だけをおっしゃい

ました。今になって思ってみますとこの言葉の持つ非常に大きな意味、そして的確な奥深さ

を感じる訳でございまして、人間としてすばらしい広い豊かな心を持った方だなと今更なが

ら思っております。 
本日は長田様を偲びながらの例会になりますけども、地区大会の方は韓国から RI会長代理
の、任昌坤様がご出席されました。しっかりとしたスピーチをされて帰っていかれました。

日韓の友好の関係もあったのでしょうけれども、加藤ガバナーとも晩餐会では仲良く談笑し

ておられたようでございます。来年の RI 国際大会の前哨戦のような大会ということで 2760
地区の大会は盛大に終わったのではないかと思っております。 
皆様にここでご披露しておかなくてはならないことがございます。先程ご子息の長田一希

様にロータリーの規定によりましてご香典をお渡し致しましたところ、「父もきっと喜ぶだろ

うから、父もきっとそうするであろうから」ということで「ロータリーにお役立てください」

とその場でニコボックスの方にお渡し頂きました。ロータリークラブとしてありがたく頂戴

して役立てさせて頂こうということを皆様にご報告致しまして本日の挨拶とさせて頂きます。

どうかよろしくお願い致します。	
	

	 	 幹 事 報 告  
 
	 幹事報告させて頂きます。 
まずは会長告知の中でもありましたように、会員の長田昌昇

様の通夜式ならびに葬儀にたくさんの会員の皆様にお参り頂

きまして誠にありがとうございました。また、親睦活動委員会

の皆さんを中心に受付や諸事のお手伝いをして頂きまして誠に

ありがとうございました。 
・	本日の幹事報告でございますけれども、お手元の幹事報告書をご一読頂きたいと思います。 
・	今週と来週で赤い羽根の募金箱をお回し致しますので、よろしくご協力をお願い致します。 
・	本日の例会終了後に第 5 回の理事会を 201 号室で開催致します。役員、理事の皆様はご
出席をよろしくお願い申し上げます。 

  
	  委 員 会 報 告  
 
＜出席奨励委員会＞  

 
 
 
 
 
 

 
 

	 総会員数 67名 (内出席免除者 17名の内出席者 12名)出席者 55名 

	 出席対象者	 55／62名 	 	 出	 席	 率	 	 	 	 88.71％ 

	 欠席者 12名(病欠者 0名) 	 	 前々回修正出席率	 100％ 

新美雅浩幹事 



 
＜ニコボックス委員会＞ 
山中	 寛紀君 過日の地区大会では、たくさんの会員の皆様にご出席、ご登録頂き、誠に 
竹中	 	 誠君 ありがとうございました。またひとつ山を越すことが出来ました。引き続 
新美	 雅浩君 き各事業の執行に宜しくご協力の程、お願い申し上げます。 
加藤	 良邦君 昨日秋季大祭には珍しく晴天に恵まれ、お陰様にて無事に終える事が出来

ました。深く感謝致します。 
小笠原良治君 残念です。無念です。悔しいです。淋しいです。もう少し二人で待ってい

てください。残念です。 
木村	 徳雄君 妻の誕生日月です。欠席していますがニコボックスは忘れておりませんの

で、ニコチャンします。 
奥田	 雪雄君 今月は誕生日月です。 
竹中	 	 誠君 ６８才になります。体と心が離れてゆくようです。誕生祝ありがとうござ

いました。 
鈴木	 健三君 いとこの長田昌昇の通夜、葬儀に際しては皆様にお世話になりました。本

当に有難うございました。 
杉浦	 栄次君 台湾で、多くの皆様にお世話になりました。ありがとうございました。 
杉浦	 保子君 主人の忍耐に支えられて結婚記念日を迎えられました。 
 
＜親睦活動委員会＞ 
会員誕生日 
２０日	 森田	 英治君	 	 ２７日	 奥田	 雪雄君	 	 ２９日	 竹中	 	 誠君	

	

奥様誕生日	

	 ３日	 石川	 春久君の奥様	 	 美鈴様	 	 １５日	 苅谷	 賢治君の奥様	 	 益子様	

１７日	 菅原	 	 優君の奥様	 	 恵子様	 	 ２０日	 木村	 徳雄君の奥様	 小百合様	

２８日	 角谷	 	 修君の奥様	 	 由美様	 	 ２９日	 八馬	 宜久君の奥様	 	 仁美様	

	

結婚記念日	

	 ２日	 森田	 英治君・明美様	 	５７年	 	 	 ３日	 寺尾	 正史君・広美様	 	２６年	

	 ５日	 木村	 克美君・由利子様	４７年	 	 	 ５日	 杉浦	 保子君・義己様	 	３７年	

	 ８日	 新美	 雅浩君・美由紀様	２８年	 	 １２日	 角谷	 	 修君・由美様	 	１９年	

	

入会記念日 
	 ２日	 中根	 佑治君	 	 ４日	 植松	 敏樹君 
 
 
 
 



	 ク ラ ブ フ ォ ー ラ ム  
 
「ロータリー財団の今と戦略計画」  
地区ロータリー財団委員会	 副委員長	 中林正人様 
 
	 皆さん、こんにちは。私は昭和 27年の生まれで昭和 50年に
大学を卒業しまして、仕事は父の代からの不動産業をやっており

ます。昭和 50年の 4月に株式会社名古屋不動産鑑定所というところに勤務しまして、碧南市
の油ヶ淵の整備を西尾土木事務所の関係で月に1回は名古屋から碧南に来ていた記憶があり、
非常に懐かしく思っております。 
ロータリー財団の今と戦略計画ということでお話をさせて頂きますが、まず 2014 年～15
年度の碧南 RC様のご寄付実績は基金総額 11,143.77ドル、1人当たりの年次基金寄付 163.88
ドルということで 150ドルを超えております。ご寄付ありがとうございました。 
各クラブからのご要望ということで、 
１．ロータリー財団全般について知りたい 

財団の使命	 RIと財団の関係について 
２．寄付について 

寄付の種類	 寄付金認証の名称 
寄付（活動資金）の使途 

３．補助金について 
補助金の種類や補助金の仕組み 
補助金の申請の方法（補助金管理セミナーで！） 

４．地区委員会の役割 
であります。補助金について碧南 RC さんは地区補助金を使った事業をされておりますので
よくご存知だと思います。あとはできることであればグローバル補助金を使って頂きたいの

で頭に入れておいてください。 
	 ロータリー財団の全般と国際ロータリー（RI）との関係ということでロータリーの 3 つの
戦略計画があります。「クラブのサポートと強化」、「人道的奉仕の重点化と増加」、「公共イメ

ージと認知度の向上」です。国際ロータリーのロータリー財団ということをよく言われます

が、それは何かと言いますと「RIの方針・戦略を受けて、R財団は具体的活動を推進する」
ということです。何をするにもお金が必要ですから、RIが考えた戦略に基づいてそれを実現
するために R財団が皆さんから寄付を頂戴して事業を行う。お金を使う事業をすることによ
って各クラブが活性化しますし、色んなことに挑戦することによってロータリークラブの認

知度、公共的イメージ、社会的イメージの向上に繋がります。 
	 ロータリー財団の優先項目が 4つあります。（2015年 7月以降 3年間） 
１．永久にポリオを撲滅する 
２．R財団に対するロータリアンの知識、参加、寄付の向上 
３．補助金を通じて、人道的奉仕の質と量を向上する 

中林正人様 



４．R財団 100周年（2016年－17年度）に向けてイメージと認識度を高める 
2017 年が R 財団 100 周年になっており、それまでには何が何でもポリオをこの地球上から
無くすということで最後の仕掛けをしており、あと常在国が 2 つになりましたのでこれはや
れるのではないかと思います。 
	 寄付についてですが、年次基金、恒久基金、使途指定寄付の 3 種類ございます。年次基金
は 1人当たり毎年 150ドルの寄付をお願いしており、3年後に DDF（地区活動資金）として
戻ってきます。毎日じょうろに水を入れて撒くようなものです。恒久基金は寄付の元金を使

わず、運用益のみ奉仕プログラムに利用するということでダムのようなものです。使途指定

寄付は使い道を決めて寄付をするということでポリオや奨学基金、平和フェローシップなど

です。 
寄付者への認証名は寄付者に感謝を“認証”という形で表します。 
【ポール・ハリス・フェロー	 PHF	 /	 マルチプル・ポール・ハリス・フェロー	 MPHF】 
	 年次基金、ポリオプラス基金で、1,000ドル以上寄付した個人 
【メジャードナー	 MD】 
	 10,000～249,999.99ドルまで 4段階 
【アーチ・クランフ・ソサエティー	 AKS】 
	 250,000ドル以上の寄付をした個人 
【ベネファクター】 
	 恒久基金に 1,000ドル以上寄付か、遺贈先に R財団を指定の場合 
【大口寄付者】 
	 10,000ドル以上を一度に寄付した個人 
【ポール・ハリス・ソサエティー	 PHS】 
	 毎年 1,000ドル以上の寄付を申請・認証された個人 
 
	 寄付のクラブの認証 
【100％財団の友クラブ】 
	 クラブ会員全員が、年次寄付を 1,000ドル以上寄付したクラブ 
【100％ポール・ハリス・フェロー・クラブ】 
	 クラブ会員全員がポール・ハリス・フェローになっているクラブ（1回限り） 
【EREYクラブ】 
	 クラブ寄付が 1人当たり 100ドル以上で、会員全員が年次寄付をしたクラブ 
こういうものがございます。 
 
補助金の種類は地区補助金とグローバル補助金がございまして地区補助金は地区内外、海

外への社会奉仕、人道奉仕、奨学生、VTT に使われております。グローバル補助金は重点 6
分野に利用され、海外との共同事業に限り使われております。 
	 ロータリー財団の 100周年に向けての流れです。 
１．ポリオ撲滅にむけて加速推進 



２．重点 6分野においてグローバル補助金プロジェクトの推進 
３．ロータリーの認知度向上をおこなう 
ということです。 
	 今後とも、ロータリー財団にご理解とご協力をお願い致します。本日はどうもありがとう

ございました。 
 
 
 
 
 
 
 

次回例会案内	
	

平成２７年１１月１８日（水）  
卓話「今さら聞けないドローンの話」	 会員	 長田和徳君  


